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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

本県のカラーは全国的に夏秋期の出荷を担う一大産地となっている。本県育成の 3系統について、健全で高品質な球

根を安定的に供給するためカラーの球根側芽を利用した培養増殖法を開発した。 

(1) 本増殖法は、球根側芽から多数のシュート形成を誘導するシュート形成培地と、形成したシュートを分割して発根を

誘導する発根培地を組み合わせた増殖法である（図 3）。 

(2) 供試系統は、県育成系統のうち福島番号を付与した 3 系統「福島 1 号、2 号、3 号」を用いた。 

(3) シュート形成培地は、MS 培地にサイトカイニンの一種であるベンジルアデニン（BA）2.0 mg/L とオーキシンの一種で

あるナフタレン酢酸（NAA）0.01 mg/L を添加した区でシュート数が多くなった（図 1）。 

(4) 発根培地は、MS 培地に BA1.0 mg/L、NAA0.01 mg/L を添加した区でおよそ 90％以上の発根率を確保できた（図

2）。 

(5) 上記の最適な培地条件を用い、側芽培養開始から 3 回のシュート増殖と 1 回の発根誘導を経て順化後の生存個体

（培養開始から約 9 ヵ月後）から算出した 3 系統の増殖倍率は 8～16 倍となった（表 1）。 

(6) 以上のことから、側芽を用いシュート形成培地で増殖・分割を繰り返すことで必要なシュート数を確保できるシュート

増殖培養と、発根培地で安定した発根を誘導する発根培養の２段階の行程を組み合わせた培養増殖法を明らかに

した。                           

  

２ 期待される効果 

県育成系統カラーの種苗生産や個体の維持・増殖に活用できる。  

 

 ３ 適用範囲 

カラー「福島 1 号、2 号、3 号」の培養増殖法 

 

 ４ 普及上の留意点 

(1) 側芽はウイルスフリーのカラー球根から摘出する。 

(2) 球根の滅菌は森ら（1999）の方法に従って行い、基本培地は MS + ｼｮ糖 3.0％ + ｹﾞﾗﾝｶﾞﾑ 0.2%、pH6.0、培養条件は

照度 2,000 Lux､18 時間日長、温度 25℃とする。 

(3) 順化方法は、順化用土（バーミキュライト：パーライト＝1：1）を詰めた 72 穴のセルトレイに発根した培養苗を移植す

る。なお、秋冬期に順化する場合は最低温度 15℃程度の初期生育を確保できる温度で育苗する。 

 

 

 



表1　カラーの側芽を用いた培養増殖と順化1ヵ月後の状況

（個） 個体数（個） （個） (%）
3) （個）

福島1号 3/ 24 20 114 12 194 79 194 100 10
福島2号 3/ 29 16 112 20 259 81 254 98 16
福島3号 4/ 6 9 51 24 106 49 70 66 8
1)第3回分割後の個体数/培養開始個体数 2)根が1cm以上伸長したものを発根個体とし、順化に供した　

3)発根培地へ移植1ヵ月後の発根個体数/第3回分割後の個体数×100 4)順化1ヵ月後（培養開始から約9ヵ月後）の生存個体数/順化個体数×100

5)順化1ヵ月後の生存個体数/培養開始個体数

系統名

　培養開始 増殖 発根個体数2)

個体数（個） 個体数（個） (倍)
1)

シュ－ト形成培地 順化後 培養開始から

の増殖倍率5)

（日）
個体数 第1回分割後 第2回分割後 第3回分割後の 倍率 （順化供試個体数） 生存個体数

（倍）

52 247

64 321

20 216

(%）
4)

BA
(mg/L

1 1.0 0
2 1.0 0.01
3 1.0 0.1
4 2.0 0
5 2.0 0.01
6 2.0 0.1

区 NAA
(mg/L)

シュート形成培地
の試験区

1 MS 0 0
2 MS 0 0.01
3 1/2MS 0 0
4 1/2MS 0 0.01
5 1/4MS 0 0
6 MS 1.0 0.01

発根培地の試験区

区 培地
BA NAA

(mg/L) (mg/L)

Ⅱ 具体的データ等 
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図 1 BA と NAA の濃度がカラー側芽からのシュート形成 

に及ぼす影響（培養 3 ヵ月後） 

図 2  BA と NAA および MS 培地濃度がカラーシュート 

からの発根に及ぼす影響（培養 1 ヵ月後） 

  


